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自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて

自治体間の広域連携を活用したシェアサイクルについて、現時点での配備状況と利用実績

等を取りまとめたので、以下のとおり報告する。

１ 配備状況及び利用実績

（１）登録者数 ２，３７３人（１２月３１日時点）

（２）サイクルポート設置箇所数 ２０箇所（３月１日時点）詳細は別紙１のとおり

（３）データの集計期間 ７月２０日から１２月３１日まで

（４）利用実績 別紙２のとおり

２ アンケート調査の実施

（１）アンケート対象者 ドコモ・バイクシェアアプリ利用者

（２）アンケート実施期間 ２月５日から２月１９日まで

（３）回答数 ５８５件（中野区在住 １９７件）

（４）アンケート調査結果（速報） 別紙３のとおり

３ 令和３年度の取組概要

（１）令和２年度に実施したシェアサイクル事業の利用実績データやアンケート調査結果

から、利用者属性や移動経路、各ポートの利用頻度等について分析し、シェアサイク

ル事業を拡大していく上での問題点、課題を整理する。また、シェアサイクル事業の

規模拡大として、令和３年度は、サイクルポートを約１０ポート、自転車を約１００

台、年度内に配備し、新たな利用実績データ等を確保していく。

（２）シェアサイクル事業における利用実績やアンケート調査結果等のデータを分析し、

令和３年度に実施する自転車利用総合計画の改定に向けた検討に活用する。

４ 今後の予定

令和３年４月以降 令和２年度の利用実績の検証、課題整理

令和３年度内 サイクルポートを約１０ポート、自転車を約１００台配備

令和４年度以降 令和３年度の事業結果を検証し継続・拡大を検討



別紙１

図 サイクルポート設置箇所（令和３年３月１日時点）



１．利用回数推移

２．会員属性（年齢構成、住所）

３．中野区ポートの目的地・出発地別利用回数割合

【貸　出】

【年齢構成】 【住所】

５．時間帯別利用回数（１日平均）

 【貸　出】

・８月末時点で区内１１ポート。２０２０年１２月末時点では１７ポート。 
・ポート数の増加等により、利用回数が増加している一方、季節要因等により、１２月か
らの冬季期間は、広域連携全体で減少傾向にある。

・貸出、返却ともに、区内移動は全体の約５割となっており、新宿区及び渋谷区への区
外移動が約４割を占めている。

・中野区内ポート別の利用回数については、「中野四季の森公園」が一番多く、次いで「栄町公園」、「本四公園」が多く利用されている。
・区内から区外への流出割合より、区外から区内への流入割合の方が若干多い。
・中野駅周辺（※１）や西武新宿線沿線（※２）近くのポートについては、区内移動が多い。
・東京メトロや都営等の沿線（※３）近くのポートについては、区外移動が多い。

別紙２

【返　却】

 【返　却】

４．ポート別利用回数（１２月単月）

・貸出、返却ともに開始当初より利用回数が増加した一方、利用傾向は変わらず、通勤・通学時間帯の利用が多い。

・３９歳までの登録が半数以上を占めているが、幅広い年代が登録している。
・中野区民の登録数が大半を占めている。

〈目的地〉 〈出発地〉

７月・８月の稼働日
数での予測ライン
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１７ポート

※なかのZEROと弥生町５丁目
については、１２月１６日よ
りポート開始
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アンケート調査結果（速報）

回答数（中野区在住：１９７件 全体：５８５件）

別紙３

＜利用目的＞ ＜他の交通手段の利用機会＞

＜職業＞ ＜どの交通手段に変化があったか＞

＜利用頻度＞ ＜満足度＞

＜利用起因が新型コロナウイルスの感染防止＞ ＜シェアサイクルの継続要望＞

【中野区在住】 【中野区在住】

【中野区在住】 【中野区在住】

【中野区在住】 【中野区在住】

【中野区在住】 【中野区在住】

【全体】 【全体】

【全体】 【全体】

【全体】 【全体】

【全体】 【全体】


